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『荒 廢 地 』 は 極 め て 讀 み に く.い詩 で あ る が,理 解 さ れ な い う ち に 傳 達 さ れ る も の が あ る こ と は
確 か で あ る 。 こ の 宗 教 的 詩 人 と 共 鳴 す る信 條 を 私 が も つ た め で は な い 。 そ の 點 に 關 し て は ダ 伺
L論 文 の 左 の 主 張 と 同 意 見 で あ る6,
Ideny,inshort,that'thereadermustsharethebeliefsofthepoet_inorder
toenjoythepoetryfully.
各 種 の 評 價 と研 究 を生 ん で 來 たr荒 廢 地 』 に つ い て ダ 私 が 書 こ う と す る の は,こ ㊧ 詩 の 研 究 の
.abriefaccountofmyownintroduction'であ り・,そ れ ま で の 作 品 の 歩 み を ざ つ と た ど る
こ と か ら 出 發 し よ う と思 う。r.
『プル尸フ ロ ックとそ の他 の觀 察』(1917年)が,・エ リオ ッ トの處女詩集だ。 ラフォル グの影
響 は よ く知 られてい る≧ころ。 冒頭 の 『J・アル フレ ッド ・プルーフ卩 ックの戀歌 』で,先 ず
f君」 と 「ぼ く」 とに分裂 した自己 に接 する。「ぼ く」が逡巡する意識ま たは夢想の中で,戀 歌
な らぬ歌 を獨語す るのに對 し,同 件 してい る 「君」 は背後 にそつと控 えてい る。對 象化 され た
プル ーフロックと,對 象化 した詩人 とのア イロニカル な關係 と見 たヤ)。「エーテル麻 醉 をかけ
.られ た患者」 のような夕暮れに,黄 色の煙霧 が猫 の姿態で街路 を`linger'するが,夕 暮れ と同
1.iように眠つて しまう6無 爲 と朦朧 の時 間が話者 の意識 を暗示 してい る。 「時間があ るのだ」
と繰 り返すが,麻 痺 した夢想 の時 間で あり,「宇宙 を騷 がす」決 斷の時 間があ ると口に して も・
煙 に時間が あるのと同然 の ことだ。彼 は動 きのつか ない過去 の想念に縛 られてい る。 「もうす
つ か り知つてい る」,「ぼ くの人 生 をコー ヒーの さじで計 りつ くした」 と言 うのだ。 前 向 き に
「敢行す る」 こと,「開始す る」 ことがで きなV>。インポテンツの弱者 である。「瞬間 をどたん
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場 に押 しや る力」 がなv・。`overwhelmingquestion'に立 ち向か う意 志が ない。相 手の理解1
を得 られ ない場合 の危惧 の念が大 きv>。,どうして も求愛 がで ぎないのだ。 ハ ムレ ッ トに似 て似
つかぬこの 「道化者」 には,年 老U>ることだけが繦 えず氣に なるとい う意 味 しか時間は もたな
々)。「靜かな海 の底」 の蟹 になつた方が ましだ とは,無 時間の 自由の空想 だろ うが,す でに前
向 きに進 めなL>彼自身,、女 と も人魚 とも通い合いが ない ままに,た だ夢想 の 「海 の部屋」 をう
ろついてL>たことになる。「人 閭の聲」 とい う現實 に呼び さまされ ると 「溺 れ る」,つ ま りエ ピ
グラフ(「爛 篇」から引用)の語 るように・「ζ9深 み より生 きて還 る」ことが で きなLa・こうし
て煙霧 と同 じ く`linger'しただけで,最 初 の話 行 「それで は一緒 に行 こう,君 とぼ くと」 は空
語 に終つ た。 自意 識か ら拔 け られない フ゜ ル ーワロ ックの自嘲な,蔚 人 自らに向け られてvaるの
で はなか ろうか・_一後 に共 に夢想 の海 に果て る'(`we'に注意)こ とに よつて,兩 者 の關係のア
冒 ロニーが完結 す るのを感 じる。時聞 と意識 のつなが り,コ ミューニケ イシ ョンの不能 と併せ
.て3この詩の アイロニβに留意 す る必要が あろ うと思 う。
これ と同類 のよ り會話體 の作品 「ある婦人 の省像』で は,話 す女の言葉 と;そ れが主入公 の
心 に與え る反應ぷ劇を繰 り廣げ る。一年 の季篩 の推 移 と,音 樂 にた とえ られ る女 の聲 の變移 を
通 じて,男 は終始,友 情 のサービスを人生 と心得 てい る女ゐ部屋 から,外 へ逃れ たい氣 になる
のだが,初 めの優越 の立場が次第に怪 しくな り,最後 には彼女 の方が うわて のよ うに思 う0「も
ち ろん微笑 する」彼だつ たのが,F微 笑 する權 利∫ を疑 う結果 にな る0相 互 の感情が ど うにも
かみ合わ ない ことと,そ して客觀 的な 「Y靜 さ」が ぐらついて行 く自分へ の潮弄が詩 のテー マ
ヒだ。煙霧の午後ダ 「ジ三 り1並:～のトの墓場 の雰圍氣」 の女の部屋で始 まつ た心理劇が,女 ぷ同b
ような午後か夕方 に死 んだ場合 め男の心配で幕 にな る。言 わ ぼ女 の死の状況 に劈 は落 ちこむの
で あ り,そ こか ら逃げ きれなL>。`dyingfall'は男 の方 に文字通 り當て ほま り.「 女 の子は死
んだ のだか ら」 とい うエ ピグラフが逆論的 に生 きる。婦人 の死 を恐れ る主人公が後 に退けない
のは,自 分 の死 の瞬 間の恐怖 に フ゜ ル ーフロ ックが前 に進 めなL>のと同樣,に つ ち もさつ ちもい
か な刃)意識 が,ま さしく死 であ ることめアイロニー を含 んでい ると言 えるで あろう。
『プルー フロック』 の街 と似 たよ うに描 かれ る「『前奏曲集』の街 も,無 爲 ど倦怠が支配 して
い る。汚 れた影像か らなる魂 は自由な動 ぎを失L>,空想 が影像 のまわ りに`CUrl'され る。新 た
に なることな く時 は無意味 た繰 り返 し,「 世界 は空地 で薪 を集め る老婆 のよ うに回 る」。 『風 の
夜の狂詩 曲』 では,「月の總合 に捉 えられ た街」 の不條理 の記憶が注 目され よう。經過す る時間
に合わせて街燈が言 う言葉 が,主 人公 を追憶 に追V・や るが,街 燈が指摘す る女 や月が`twist'
す る(ラ イラックをひねる 『省像』の女を參照)の みで はな く,遉 想 され るイメジも捩 じられ たも
ので ある。歪曲 し歪曲 され る 「月 の呪い」 の街か ら,住 居に歸つて來 た男 を待 つ現實 も記憶 で
あ り,そ の彼 を最後の`twist'が突 き刺そ うと脅かす。記憶 を失 つた月の夜 に,た がのはずれ
た思い出 に住む人間の狂氣 じみた状況の詩だ。においの イメジを用L>るこどは,『前奏曲集』も
洞 じだが,思 い出 を起 こす 『省像」のヒヤシンスのにおい,氣 持 ちをそ らす 『プルー フロック』
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の女の着物 の芳香 を連想 させ る。
街の描寫 に加 えて階段 の イメ ジが 目につ く。いずれ も意識 の世界内 のことで あるが,街 は不
毛 な生活 の時 間,階 段は實 りのない死 への移行(場 面は多くは女の部屋)と 連關す ることが多い
ようだ。 『フ゜ ル ー フロック』 の主人公 が意 氣地 な く戻 ろうと思 つた階段 は,彼 の夢 想の海 の死
へ導 き,『省像』 の死 の氣 のただよ う汝 の部屋 へ,這 うように階段 をのぼつた男は,結 局女 の
死 に對 す る不安 に捉われ,『 狂詩曲』 の絡 りで 自分 の住居 の階段 をのぼ ると,主 人公 は眠 りの
うちにおそ ら くは思い出の死 の脅威 に見gわ れ る。そ して霧 の申に`twist'された顔が生氣 の
ない街 の底か ら現われ,「あてどのない微 笑」 が霧 とどもに滄 えて行 く 『窓邊の朝』。主人公が
階段 をのぼ り,丁 もし街が時問だ とし,Aシ ュフー コーが街 のはずれにい るのだと したら」 と
假想 してふ り向 き,從 姉 に 「生 の欲望」 ならぬ夕刊紙 を示す 『ボス トン ・イーヴニング ・トラ
ンス ク リプ ト』6「天 は沈默 し,街 のはずれ の彼女 の家 も沈默 した」未婚 のおぼ の死 の後,時
計は時 を刻 み續 け從 僕は女 中を抱 くとい うふ うに,生 の空 しさを樹照 のアイロニーをもつて描
き,断 ち きれなL?時と死 のかかわ りを記 した 『ヘ レンおばさん』。『從妹 ナンシー』 は,ア ー ノ
ル ド,エ マスン,メ レデ ィスを盛 りこみ,新 舊 の隔た りを示 して見 せ る。
ウイ ッ トに富んだ詩 『アポ リナ ックス氏』は,交 錯 した イメ ジを用いて,ア ポ リナ ックス氏
とアメ リカの祗交界 を諷刺 す る。彼 の笑いは 「無 責任 な胎兒 のよ う」,ま た 「海 の老人(プ ・チ
ュース)の よ う」 であ り,時 問 と生死 を越 えて深 く浸透 す る(なお 厂溺れた人たちのもだえる屍體
が,み どりの沈默の底へ漂う」は留意すべき表現)。活 氣に滿ちてい るが惡魔的で あり,牛 人牛 馬 の
ひず めの音の連想 を生む彼 の話 しぶ りとともに,接 す る人 た ちに ち ぐは ぐな印 象 を 與 え る。
`unbalanced'と言われ るが,こ れ はその よ うに言 う者た ちにはね返 り,あ れ これ取 りざた す
る祗 交界の連中 を話者は皮 肉 るので ある。散文詩 『ヒス テ リー』 は,ヒ ステ リー女の笑いや乳
房 の搖 れ に呪縛 され る話者 自らの ヒステ リー加減 の揶揄。集 中最 も早 く書 かれ,最 もラフ ォル
グ風 の作品 とされ る 『氣 どつた會話』 は,男 の ウイッ トが女 に通 じない ユーモ ラスなや りとり
で,月 の表象 か ら始 まつて,「ぼ くら自身の空虚 を形に表わす」 音樂,そ れに 「氣 ちがい詩學」
が話題 に出 る詩。『泣 く乙女』 では,少 女 と戀人の別離 を扱 う。 階段の一番高い所に立 たせて,
少女 を悲 しみ と苦 しみに置 く別離 の場面設定(`weave'には`weep'の攀きを感 じる),魂 が 肉體
を離 れ るよ うな別離 の想定,「 輕 くて巧 みな」,「微 笑や握 手の ように單純で不 實な」 や り方 の
希 望,こ うして話者 に とり,花 を地面 に投 げつけて別れ る泣 く少 女で あつて もらい たかつたの
に,「 腕 に垂 れかか る彼女 の髮 と,花 をい つぽい かかえた彼女 の腕」 の美 のヴ ィジ ョン,そ し
て二人が一緒 に なつた ことに話者 は苦 しみ,想 像 と思考が彼 の時間 を支配す る。美 しい 少女 に
樹 す る話者 の深入 りようは,詩 人 の苦 しみの經驗の反映で あろう。 この少 女のヴ ィジョンが,
コミューニケ イシ ョンの欠如 と結 びつい る點 に注 目 したい。
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『詩集』(1920年)の卷頭 の 『ゲ ロンチ ョン」で,私 たちは 『荒廢地』 の一歩 手前に くること
にな る(こ れをエリオットはr荒廢地』の序詩にしよ'うと考えたζとがあつたそうだ)。乾 燥 した月に雨
糞待 つてい る老人が獨 白す る詩であ る・ 彼 の家 は`adecayedhouse'で・風 の吹 きこむ その
貸 家の家主 はユダヤ人。 キ リス ト教 の信仰 が生 命 暈失 つた文 明の世界 で・ 自らの價値の所有 の
ため に目ざめ ることな く,な るが ままに無氣力 に過 ごす 「吹 きさらしの空間の なま くら頭」の
考 人の 自嘲を通 じて,現 代の人 間一般が 諷刺 されてい る。 「暗黒のむつ きに くるまれ 々」言葉
どい うしるしは,キ リス トを意 味す る。 自然 の年 の若が え りとともに到來 す る 「虎 の キ リス
ト」,無 意 味に過y」す罪人 には美 と譽怖 の化身,そ れが`depraved'と規定 され る人 問の時間
生活では,さ さや き聲 のうちに料理 の ように片づけ られて しま うρ 「空 うな梭 が風 を織 る」空
盧 な世界で ある。 しか しそれの單 なる誹謗に過 ぎない もので ない ことは,人 間の生活經驗 であ
る歴史一 迷路 と混亂 に滿 ち,眞 實の意 味 を與 えるのが遲過 ぎた り早過 ぎた りし,僞 りの倫理が
ほ しい ままに され る歴史一 の反省が,「(祕の)怒 りの實 牽つけ る(知識の)木 」 か らの良心 の苛
責 を もつて行われ るの を見て も明 らかで ある。躍 り出 る虎 は,人 間 を貪 り食 わずには置 かない
はず だ。亡靈や惡魔 との無縁 を自認 す る老人 は,キ リス トとまつ とうに對面 したい と思 うのだ
が,美 も恐怖 も情熱 も五感 も失つた彼,し か も他 の方 　¥も知 らない彼 には近づ きは不可 能で あ
る。 「碎けた原子 ≧なつて」 空 を`whirl'する人聞 たちの イメジや,「 貿易風 によつて眠 りの
片隅1ζ吹 きや られ る老人」の それ とともに,「 乾い た季節 の乾 いた頭 の思倉」 の詩 は絡 る・信
仰 を離れ た精神生活の空 しさの實直 な告 白と洞察 に,見 るべ きものが あると言 えよう。 自然 の
蘇生 の時聞(虎 の出現が 「年の若がえり」 「新たな年」であることに注意)と,老 朽 と死 を招 く墮落
した..::の時 問(歴 史 もここでは否定的に捉えられている)と は相容 れず,後 者 に住む 「乾いた頭」
が,死 または無時 間の空無 の風 に吹 かれ るのは,「 尺には尺 を」 より引用のエ ピグラフの死の
夢想 と符合 し,詩 人 の時 間觀念へ の関心が うかが える。
他 の同程度 の長 さの作品 よりも引用 とアルー ジョンに滿 ちた 『ベデ カー をもつ たバ ーバ ンク
・葉卷 きをくわえたブ ラィシ ュタ ィン』で は,情 欲 と金 權のために理想 が屈す る話 し を 中 心
に,過 去 の榮光が滅び て`time'sruins'となつたヴ ェニスの衰 退ぶ りを,「JIならぬ ものは永
續 せず,他 は煙 のみ」 を含むエ ピグラフと結びつけ て,倫 理 と傳統 の喪失 髫歌 うρ 内面性 に欠
けた動物性 の故 に,フ ル゜ ー フロックの封 照的人物 と考 えられ るスウ ィー ニーを扱つ た作品群 の
一 つ,『直立Lた ス ウィーニー』で は,オ デ ュ ッセ ウスの物語 を戯畫化 の主 な背景 に して,オ ラ
ン ・ウー タンの姿態 のス ウ ィーニーに無 名のて んか ん女 を醍 し,退 廢 した人 間 の 性 の 世 界 の
`desolation'を描 き,エ マンスが言 う歴 史一 「人 間の長 くなつた影」 に,「太 陽の中に股 を廣
げて立つ スウ ィー ニーのシルエ ッ ト」 を封置 させて見せ る。『料理用 の卵』 では,幼 な じみのピ
ピッ トとの關係に,過 去 と現在の時 と感 情の隔た り を感 じる主人公が,天 國では名譽,資 本,
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祗交界,そ してピピットも必要としないと言 うが,ピ ピットを加えたのは單なる皮 肉 で は な
く,昔の二人の無心な個人生活が今の雜多な瓧會生活に移 り變 り,食 うつもりの世界だつたの
が,三 十戯の新鮮でない食われる卵になつた嘆 きの表われで・時間の暴威 と現世の悲鯵が歌わ
れている。 『支配人』,『雜種の雜種』,『蜜月』はフランス語の詩,こ こで特に取 り上げること
はなさそうだ。
『河馬』では,岩 の上に建てられ,神 と一體であるとする教會の世俗性を諷刺する。なまぬ
るい墮俗 した教會 よりは,自然のままの人間を象徴する河馬の方がま翠救いが得 られると,李
易な逆説 ヒ樹照法 を用いて歌 うこどにより,神 との嚴LU?關係を忘れた教會の權威と制度をや
り玉に擧げ・教会が`theoldmiasmalmist'に包まれてv}ると看破する。フランス語の 『レス
トランにて』 は,そ の絡節が少 し改 められて 『荒廢地』の第四章となる詩。老給仕の回想する
少年時 の經驗は,雨宿 りで一緒になつた少女に花を與えながら,大 きな犬が現われて怖 くなつ
たため に2タ 女 を ものにで きなかつ た ≧い うものだが・後 の詩 に展 開され るイメジを含 んでい
る黠が?絡 節 の水死 の テーマ との關連で注 目され る。 『不死 のささや き』(これはワーズワスの詩
の題名のもじり)の要 點は,ウ ェブスターやダンには 「統合 された感性」,言いか えれば想 念 と感
覺 の統合 が見 られ るのに比 して,現 代 の人 間はその分裂 を味わわなければな らない とい う嘆 き
で ある 〔エ リオッ トの評論 『形而上詩人』(1921年)參照〕。感覺 によ り經驗 を極 えて`penetrate'
す る力 をもつダ ンの場合,形 而上學 が`thefeverofthebone'を制 す る・現代人 は 「形而上
學 を逼存 するために,ひ か らび左肋 骨の間 を這 う」 のが運命で,死 の碍念 と性的感覺の統合 を
見 串さない。rエ リオ ッ ト氏 の日曜 日の朝 の禮拜』 は,r河 馬』 と同 じ く墮 俗 した教會の批到で
あるが,ず つ と複雜 で凝つた詩であ る。物欲盛 んな長老 た ち,去 勢 した オ リゲ ネス,い ずれ も
原初 の 「言葉」 か ら離 反 してい る。 「言葉」 の本來の意 味は,ま だ`theulloffendingfeet'
の輝い てい るキ リス トの洗 禮圖に ある。神 と人 ・靈 と肉の兩悔 を世俗化 した教會 の母老た ちは
「宗教の毛虫」。風 呂の水 をか きまわす肉 の代表 スウ ィー ニーの姿 が,キ リス トの洗禮 のパ ロデ
ィー とな り,オ リゲ ネスの肉 の蔑覗 と最老 たちの僞善 を揶揄す る。 『ナイチンゲ ィル に圍 まれ
たス ウ ィーニー』で は,ア ガ メムノン と關連づけて,ス ウ ィーニーに迫つた災い の豫兆が描か
れてい る。 二人 の女がた くらんでい ることが何 で あろうと,こ の`Apeneck'のス ウィーニー
が用心深 くしてい るのは,自 然の動物性の死の危險の章味が あ弓のだ ろ う。 ナ イチンゲ イルは
二人 の娼婦 を指 し,何 らかの裏切 りの仕返 しが,こ のよ うな女た ちによつ てな され ようとして
い ることは,!fが失 せ生命 の倦怠感が ただ よい,自 然 の人間が歪曲 され た現代 の状況 では,ア
ガ メ ムノン ・ス ウ ィーニーの位置が,侮 辱 的なほど際だつた ものであ ることを示 す と言 えるか
も知れ ないσ
『荒廢地』(1922年)のエピグ ラフ(古 代 ロー マの小詭 か ら引用)で,甕 の中にぶ ら下がつ て
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い る巫女 が,何 が したい のかと少年 たちに聞 かれて,「私 は死 にたい」ヒ言 う。再生 のための死
が暗 示 されてい ることは否定 で きないが,こ れは生 きることの意 味 を失つ た人 間の姿 の諷刺 に







枯渇 と死の荒廢地 では,蘇 生 の四月が殘 酷 な月で あり,追 憶 と欲 望がか き混ぜ られて,'生きた
時間に蒙昧 な愛欲生活(ラ イラックが暗示)が 反復 ぎれ る(最初六行の`-ing'の脚韻に注意,四 行目
は`rain'だが`springrain'でやはり`-ing'は響いている)。 春の雨 も夏 の餓 か雨 も救い とは無縁
の雨 。夏の と りとめ ない男の思 い出話 しが,ド イツ女のたわいない追憶 を回想 す る こ と に な
り,そ こに は季節の循環に前向 きで ない人間 の意識が讀み とれ る(こ の一箚 が`winter'で絡るこ
と,マ リーがそりを怖がることに も注意)。
この荒 廢の地 は`aheapofbrokenimages'から成 り,太 陽が照 りつ け乾い鬼石 には水 の
音 もない。Jtを離 れた人の孑の世界に生 命は あり得 ないのだ。赤 い岩 の`shadow'の下で,主
人公 が見せ ようとす るのは何 であ ろうか。生け る屍の時間の`shadow'と異つ た もの,そ しで
`ahandfulofdust'の死の恐 怖,こ れ には人 を取 りこむ教會におけ るキ リス トの 死 が,人
の死 と二 重寫 しに なつてい るように思われ る(日 陰あ岩は敏會を蓮想させ,豫 言者的な設得調 も人の
死以上のものを感じさせるのだが)。 さわやかに吹 く風(ワ グナー 「トリスタンとイゾルデ」から借用)








豐饒神 の連想 を俘 うヒヤシンスの少女 と,生 死 を越 えた無 と沈默 に置 かれた主人公 の反應 の描
寫 はど うだ ろう。繦封 の境 の經驗 の言い ようのない効果 と價値 と同時 に,timelessな愛 への
沒入 の不首尾 を示 す ものではなか ろ うか。 「海 は荒涼 どして何 もない」(上 記 「トリスタンとイゾ
ルデ」の言葉)の 一行 を加 え,時 を越 えた もの との交わ りか ら,現 實 の救 いの ない不 在感 に戻 さ
れ る(前後の ドイッ語の歌は,風 と海との表象の故に空虚の感を切實なものにしている)。
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一轉,占 い師 ソソス トリス夫人の登場。 この千里眼 はtimeの側 に立 つ と考 え られ る。彼女
の タロ ウ占い で,主 人公 の カ,__.ドとして示 され る溺死 した フェニキア人水夫(第 四章のテーマと
なる)。これ につい てはここで は,キ リス ト教 とかかわ りのない現 世愛 の死 が暗示 されていると
言 うに とどめ,そ れ よりも括弧 内の眞珠 になった眼の表現(「テンペスト」から引用)に,見 る者
の價値 が認め られてい る點に,主 人公 との關係が見 逃せない ことを指 摘 したい。他 のカー ドに
つい ては必要 に應 じて觸れ るつ もり。 ただキ リス トの ことと思 われ る吊 るされた男だが,そ れ
が彼女 に見えない ことはソ ソス トリスの限界 であ り,さ らには信仰 と復 活 と斷繦 した荒廢地の
状況 を仄す もので あろ う。水 死 を恐れ よと女占い師は言 う。 これは フェニキア人水夫② カー ド
と關連 す ることは明 らかだけれど も,キ リス トが見 えない とい う直前の表現,そ して次行の輪
になつて歩 く群 衆が,次 篩 の死の群 衆へ とつ なが る コンテクス トか らすれば,キ リス ト教信仰
の生 きていない教會の洗禮に よる死 どい う`wicked'な意味が含 まれてい るか も知れ ない。







橋 の下 を流 れ る河 のよ うに,群 衆 は死の現實 の時 間 を流 れて行 く。何 の見通 しも精神 もない生
け る屍 だ(なおここの描寫は「地獄篇」を參考にしている)。行 く先は教會が九時 の最後 の一打 ちを死
んだ音 で鳴 らす方 向で あり,キ リス トの十字架上 の死 が無意 味になつてい ることが知れ る。 ス
テ ッ トソンに話 しかけ る言葉 の 「君が昨年庭 に植 えた あの死骸」 は,農 耕紳 オーサ イ リスの連
想 だが,キ リス トの復 活の實 らない ことに對 す る皮 肉が讀 まれない だ ろうか。 「人 間の友で あ
る犬」 は死者 の友 で もあ り,神 に背反 する教會 の權威 の諷刺 と解 したいが ど うで あ ろ う(犬 は
`theDog'と大文字)。流れ る群衆の一人のス テッ トソンも,「僞善家 の讀者」(r惡の華」の序から
引用)も,個 人 の肩代 りは許 され ない ことで,自 らの死 を葬 ることを目ざさず に再生 は期待で
きない 。キ リス ト教の僞 りの適 用 ど安 易な依 存 は,現 實 の信仰 と個 人の死 ど合致す る。 しか も





合成の香料」は,「匂yaで感覺を惱まし亂 し溺れさせる」のであり,華 美で誘惑的な,不 自然
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凌辱 された フ ィロメラのtimelessな聲ぷ,今 なお荒蜉 に鳴 きわた るが,倫 理的 な響 きは受け
取 られず,俗 世 の耳 たは野卑 なもの}こ聞 こえ,入 間 の罪深い情欲 はや まない。凌辱た も類 する
男女 の關係が,こ こに含意 されてい ることが明 らかで ある。光 彩豐か な裝飾 に圍 まれ た女王 の
椅子 の輝 きが,階 段 に足音がす ると情欲 の燃 える輝 きに移 る(二 個所の行の最初の`910wed'に注
意)。 髪 の毛が燃 え上 がつて言葉 とな り,そ れが また荒 々し く靜 まる激 しさが,次 に續 く情交
後 の會話 どともに,外 面 の華 やか きと樹照的に内面 の空 しさを淨 き彫 りにしているるti?eless
な ものは周圍 の飾 りとなつて死 に,そ の飾 りの中か ら現世の空 し く燃 える女が現われ出 たよ う
な ぐあいだ。
男女 の對話 は前章 の ヒヤシンス畑 の經驗 を連想 させ る。 男が言葉 が出せ ない こ と(應答に引
用符がない),ま た 「何 も分 らない の,何 も見 え姦い の」「生 きてい るの,死 んでい るの」 と女
が問 うことが,連 關 を疑 えない ものと してい る。 と ころが少女 の髪が`wet'であつたの と比
べて,こ このべ ラ ドンナの髪は`fiery'であ り,timelessな愛 の經驗 どtim閨V)次元 の情欲
のそれ との相違 に,痛 烈 な皮肉が出てい る場面 なのだ。女 に問L>かbiられなが ら,男 は 「死人
が骨 をな くしたねずみの路地」 に 自分た ちがい るように考 えた り,「あの眞珠 はあの 男 ゐ眼 だ
つ た」(前章既出)と い うことを思U>出した りして,現 在 の死 の境地 と自分 の不死 の蓮命 とあら





神經 のい らだつた火 の ような女 は,'空無 の風 を怖 れたのだつたが,主 人公 は`hotwater'(水
ではない)の ことを思 うので あり,雨 が惠 みの雨 とな らない ことも考慮 して,女 ど過 ごすにふ
さわ しい豫定 で ある。無爲 の時閭 の時 間つぶ しのチ ェス遊 び,そ うして時間に抗 して死 の ノッ
クを待 つ とい うわけだ。 もて あま してい る不 毛の時 問の解決 は,死 しか ないので あろう。非 常
に ア イロニカルであ る。
閉店時 の居酒屋 に身分 の低い女 たちがい る。一人 の女が リル との會 話 を再現 す る。 リルは齒
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が な くて`antique'に見 え,戰 爭に行 つたアルバ昂 トとの結婚生活は,生 命 を滅 ぼす墮胎 によ
く象徴 されてい る。`said'の連 發で回想 され る話 しは,否 定語 の多用(`can't'`don't'`won't'
等)と ともに,空 盧 な退廢ぶ りをただ よわせ る。 夫 の復員 の 日曜 日の`hot'な晩飯 の ことで絡
る話 しには,死 への傾 斜が感 じられ る。 「時聞です,お 急 ぎ願い ます」 ど告 げ る店主 の聲 が,
皮 肉に も死 を急が せ る響 きを與 えてい る。 酒場 を立 ち去 る蜘れの`Goonight'が,最絡行 で
`goodnight'に變 つてい る。 オフ ィー リアの別離 の連想 を俘 なつてい るこの挨拶 は,主 人公







荒涼 と した景色 だ。神靈 の不 在 と時 間の暴威,そ して風の音 を聞 く者 もな く,河 は流れ時 は待
たない 。スペンサーの 「結婚祝歌」 から借用 のテ ムズ河 の詩行 に,主 人公 のJIるような氣持 ち
が こめ られてい るのであ ろう。水 の精が この灘 こ遊 んだ現今の乙女 たちにす りか えられ る。そ
の男友 達 とのか りそめの戀,そ れの場 となつ た河 とバ ビ ロン幽囚 の連想 を組み合 わせ,主人公 の
つ きない悲 しみが表わ され る。滅 びの時間 を急 がせ た くないのに,彼 の背後か らは冷たい疾風
にのつて,「 骨のすれ合 う音」が醐笑的 に聞 こえて くる。死が得意顔に吹 きま くつてい る。彼
がねずみが靜かに這 う冬の夕方,よ どんだ運河で釣 りを してい たのは,再 生へ の悲願で もあろ
う。釣 りをしなが ら兄 や父の水死 のことを瞑想 してい る漁夫王(こ こでは 「テンペスト」のファー
ディナンドと融合)は,自 分 にもふ りかか るで あろ う運命 を思つてい るので あろう。 この運命 の
循環 は,復 活 の望み を斷 たれ た 「年 ごとにねずみ の足 に蹴 とば されて鳴 るぼか りの骨」 の世界
で,死 の反復 よ り以上 の意味 をもち得 るか疑問 であ ろうが,そ れ は別 と して個人 と現状況 が,
過去 と現在 の連關 において捉 え られてい る點 は,そ の前 向 きの悲願(二 個所の`Butatmyback'
から主人公の姿勢が うかがえる)と 併せて注 目したい ところ。 さて現 在,彼 の背後 に聞 こ え る の
は,春 にな るとス ウィーニー をポー ター夫人 の もとに運ぶ 自動車 の警笛,エ ン ジンの音 。性的
享樂生活 の周期的 な繰 り返 しで ある。 ポー ター夫人 と娘 が ソーダ水 で足 を洗 うのは,罪 の淨め
の水 の惡用 であ り,次 行の聖 杯探求 の騎士パー シフ ァル を 稱 える少年聖歌隊 の合唱(ヴ ェルレ
_ヌのソネットから引用)と と もに,聖 杯傳説 の戯畫化 と解 され る。 聖歌 喙の合唱が,凌 辱 され
たフ ィロメラの聲 に轉化 し,肉 欲 の支 配が暗示 され る。 ス ミルナの商人,ユ ーゲニデ ィーズ氏
(`well-born'の意のギリシャ語からの造語)の 登場。 これ は第一章 の占い に出た 「一 つ眼 の商人」
で あるが,眼 が一つ なのは,現 世の欲望 にのみ走 つてい るか らで あろ うb男 色 の乾 しぶ ど う商
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人 で あ る こ とが,そ の 實 り の な い 特 色 を 表 わ し て い る。







この盲 目の豫言力をもつ老人が,r二 つの生の間で動悸をうつている」 のは,男女兩性を兼ね
てい るだけではなく,彼が現世 と歴史 と兩方の住人であることを意味するのではなかろうか。
「テーベの城壁の下に坐 り,最も卑しい死人たちの間を歩いたことがある」彼は,現世を越 えた
立場で荒廢地 の人間を觀察するのである。ここで彼が見 るのは,タ イピス トと家屋周旋屋の店
員であるにきび面の青年との情交である。機械的に動 く生ける屍の行爲は,歴史の凌辱ではな
いか。それを待ち,それが絡つたこどを喜ぶ タイピス ト,相手かまわず攻撃し(女は防御も應答,
も示さず無關心・ この個所四行の押紳 こ注意),絡れば歸つて行 く青年,す べ ては`humanengine
の行爲で あ り,`automatic'な瞬時の慰みであ る(`oneboldstare'`onefinalpatronisingkiss'
`onehalf-formedthought'等`one'の多用が目だつ)。
連想が タイピス トのかけ るレ コー ドか ら,フ ァーデ ィナ ン ドが聞 いた音樂 へ移 り,そ れ とと
もに耳 に よる情景描寫 に戻 る。漁師 たちがたむ ろす る居酒屋 か ら聞 こえて くる音 や聲 は,こ の
實體 のない都市 の一點景 として陽氣 な響 きが あ り,そ れが救世主 と聖杯 を暗示 す る寺院 の靈 的
な輝 きを背景 と してい ること(`MagnusMartyr'`whiteandgold'に注意)を 思 えぼ,こ こはむ
しろ漁師 の生活 を認 めてい るよ うに受け取 られ る。 これ と樹照的 に呼應 するかのよ うに,本 章
の最初 に出たテ ムズ 娘 の歌が 始 ま る(原註によれば,ワ グナーの 「聯々のたそがれ」のライン娘に據
つている)・潮の流 れのままに漂 う艀 の`redsails'や,金 箔 の貝 の形 の艫 の`redandgold'
等 に象徴 され る空虚 な情欲生活が,顧 み られ ない聖杯 の在處(`whitetowers')と封 比 され る。
續い てその三人 の娘が,凌辱 された話 しを交互にす る(最初の話 しには 「煉獄篇」のもじりがある)。
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完全に無に落ちこんでいる。自分と相手との無の結びつき,何 の意欲 も期待もない人間たち,
信仰と歴史との斷繦がもたらした俗世の肉欲の屍の姿だ。`lala'で絡る船歌 のリフレインに
は,タ イピス トのレコードの反響があり,主人公の悲嘆の通つたアイロニーが感Uら れる。
最絡部では,聖 アウグスチヌスの言葉 と佛陀の説教が併用され,肉 の欲の燃 える火から救い
出される道が,禁 欲にあることが示される。肉より靈への超克は個人的に,し かも救いの手を






第 四章 「水 死」。 第一章 で,ソ ソス トリス夫人 の占い に出 たフェニキア人水 夫 の水 死が描か
れ る。原 註に よれば この水 夫 には,前 章 の乾 しぶ どう商人が溶け こんでい る。現世 の欲望 に捉
われ た生 き方 が淨 かぶが,こ れ はキ リス ト教 の世界 と別 の線上 にあり,本 章 の解釋に は,こ の
ことを考慮に入 れ る必要 が あるように思 う。 フレバ スは海 に死んで二週 間にな り,商 賣 の損得





河 の水 は海に流 れて も,生 け る屍がその まま海 に運 ばれ るわけで はない。 ここの骨は前章 のす
れ合 う骨や屋根 裏に投 げ棄 て られた骨 とは異 つて,再 生 への循環 の過程 にあ り,第 一章 の占い
の運 命 の 「車 の輪」 と關連 してい ることが讃 み とれ る。 「異 邦人 で もユダヤ人 で も」 と呼びか
け られ る。救 いは夲等 に あり,墮 落 した教會 の洗禮 に よる死 と比べれば,こ この水死 は時間 を
越 えた死 と言 えるで あろう。 呼びかけ られ るのは,「 舵輪 をまわ して風上 の方 を見 る」者 で あ
り,前 章 の 「潮 の流れ のままに漂 う艀」 とは根本 的 な違 いで,自 ら超越的 な力(紳 靈または空無)
に目 を向け る者 なのだ。俗世 の意識 と肉 は忘却 の底 へ滅 び なければな らない。 ここは死 しか描
かれてお らず,復 活の約束 はされていないが,不 毛な岩 か ら成 る荒 廢地 の死 と別の次元 の死 の
意義 が注 目され る。
七
第五章 「雷が言つたこと」。主人公は探求の旅に出る。出だしから第一章 の場面を思わせる。
主人公がキ リス トと苦悶 を同じくしてい ることが,最 初の節で見逃せない點だ。
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キ リス トが生 きてい た問 は生 きてい た自分た ち(`we'は主人公とキリス トの弟子 との融合)だ が,
キ リス トが死 んだ現在 は生 きてい たのが過去 のこと。 從 つて死 んでい るわけなのに`dead'で
はな く`d?ng'なのは,生 きてい るのが精神 の一體 を表わす のに對 し,肉 體 の死 のことを意
味 してい る。重要 なことは,キ リズ トが生 きてい な く,人 問が死 に瀕 レてい る現代 の精神状況
を暗示 してい ることで はなか ろ うか。 キ リス トは死 んでい るのだ。次 に續 く岩だけで水 のない
山,つ ま り神 と斷繦 した荒廢の地,こ れ は主人公 の族 の試練 の場で もある。 この岩 山の`the
roadwindingabove'(行末の`rock'`road'`mountains'等をそれぞれ次行の初めに繰 り返してその
感 じを出している)を彼 は行 く。立 ちどまること もで きない。 靜寂 や孤獨 す らな く,雨 を降 らさ
ない雷 と赤 い不 機嫌 な顔,そ して どこまで も岩 だけの乾 いた山。水 の音 だけで もあれば との悲
痛 な叫 びが,こ の地 の救い ようゐない死 と荒 廢ぶ りを如實 に物語 つてい る。
復 活 したキ リス トが,エ マオへ旅 す るご人 の弟子の もとに現 われて も氣 つかれ ない話 しが,
ここの主人公 に適用 され,彼 は`abrownmantle'に包 まれた キ リス トが識別で きない。 ご
れは次 の`mat駻nallamentation'(キリス トの死に對するもの)や,李 原 の遊牧 民'(女占い師が指摘
した群衆の連想をもつ)の 場合 と同 じ く,現 代 の歌況 が反映 されてL>ると解すべ きで あろ う。 キ
リス トも遊牧民 も形容詞`hooded'を冠 されてお り(キリストは前記のように荒廢地の霧の色`brown'
のマン トに包まれている),そして この卒原 の群 衆 は`cracked饌rth'(岩山の`mudcrackedhouses'
にも注意)を 行 く。 水 のない岩が紳 と離反 した荒廢地 と教會 の地雖で あ り・ それが隱蔽 と僞善
を生 み,地 割 れに象徴 され る文 明の破壞 をもた らしてL>るのであ る。 山 の 上 ゐ 都 市 は`the
violetair'の中で`cr瀋k'し,倒 れ る塔,文 明の諸 都市,す べてが`unreal'になつてい る
(一,二節に句讀點がなく,四節 もコンマーつしかないのは,生命と文明の關篩の喪失を暗示するものかも
知れない)。覗覺 ど聽覺 の惡夢が深 ま り,「危 險な禮拜 堂」へ近づいてい ることを思 わせ る。長
い黒 髪 を弦に して ささや きめ曲 をひ く女,口 笛 を`thevioletlight'の中で吹 く赤 ん坊 の顔 の
とうもり,空 中に逆 さになつてい る塔,時 を告げ るそ の追想 の鐘,そ して`empty'の水溜 めや
涸れた井戸 の中か ら聞 こえる歌聲,こ れ ら倒錯 の イメジが`unrea1'な状況 を示 し,特 に塔,鐘,







禮拜 堂 は言 うまで もな く聖杯傳説 の 「危險 な禮拜堂」 であ るが,そ の恐怖 がな くて荒廢 の極 を
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さ らしてい る。周圍の墓石 ほ轉 が り,そ して`鑪pt?の 禮拜堂 は空無 の風 の住みか となつてい
る。地 に墮 ちた教會 との連關ぷ暗示的 だ。生命 の水 の探求 は行 くところまで行つ た感がす る。
ここで その棟木 にとまつてい る一一羽の雄 鷄が稻光 りの中で鳴 き,そ れに俘つて`adampgust
bringingrain'が吹 く吉兆 が,救 い の豫告 となつてい る。
ウパ ニシ ャッドが典據 の雷 の言葉 は,三つ の命令か ら成 る。`Datta,dayadhvam,damyata'
〈Give,symPathise,contro1)がそれで ある。 主人公が この命令 に肯定 の答 えで應 じることが で
きれば,救 い の雨が降 り再生が成就 されるとい う設定 だ。第一 の命令 に樹す る返答 は,心 を搖
さぶ る血,瞬 時 の情欲 に身 をまかす暴擧 を與 え,し か もこれが唯一 の生 きがいで あつ たとい う
こと,つ ま り愛 を施 さなかつ たので ある。第二 の命令へ の返答 は,自 己隔離 の牢獄 に閉 じこ も
つ たき りで(「地獄篇」の叙述と闘係あり),た だ 日暮 れに なると,孤 獨 な コリオレイナスのよ う
な沒落 の英雄 が しのばれ るとい うこと,つ ま り夢想 の中で しか人 々との共感が ない ので あ る。







舟が熟 練 した手に晴れやかに應 じた ように,招 かれれば,心 が制御の手に晴れやかに應 じただ
ろ うとい うのだが,假 定 の話 しで事實 は制御が行 われなかつたわけだ。 さて一 時の情欲 で はな
く永續 的 な愛の施 しには,timeか らtimelessの存在へ の,孤 立の思念ではな く現實 に人 々
と心 を共にす ることには,閉 じこもつた個人 か ら自由な靈 的世 界へ の,そ して 自ら制 御 し他 の
制御 の手に從 う心に 自分 の方 か らもつて行 くことには,歴 史的傳統へ の志向が含まれてい ると
解 す るのは誤 りであろ うか。 これ らは荒 廢地 の人 問に見 られない ことで あつた。雷 の三 っ の言
葉 に對 す る否定的な返答 は,雨 の降 らない状態の存續 につなが る。
不 毛 の夲原 を背に岸 邊で釣 りをす る主人公 の姿,こ れ は自分 として生命 を求 めてい るのだ と
して も,希 望 は感 じられ ない。せめて 自分 の土地 の整理 をつけ ようか と,イ ザヤ と連想 のある
自問 をす るのは,死 の準備の氣持 ちと考 えられ る。 ロン ドン橋が落 ちる歌 謠の引用は,こ の橋
が第一 章で死の群 衆が流 れて行 つた橋 で あり,第 三章 のマ グナス ・マー ター寺 院の近 くにある
こと を思えば,救 いの掛 け橋 の崩壊 の イメジか も知れない。 自註つ きめ次の三っの康 語引用 に
注 目 しよう。 「こう言つ て彼 は淨 めの火の申に身 を隱 した」(「煉獄篇」から借用)に はう現世 の
情欲 の 自發 的な淨化に よる救 いの道 が,「私 はいつ になつ たら燕 のよ うになれ るだ ろう」(「ヴィ
ーナス前夜祭」から借用)に は,ナ イチンゲ イルの`inviolablevoice'と關連 して象地獄 のよ う
な俗世 から自由で永遠 の再生へ の念願 が(な お燕に化身したプ・ネクは,妹 フィAメラを凌辱したテ
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レウス王の妻),そ して 「廢虚 の塔 のアキテー ヌ公」(ネ ルヴァールのソネット 「廢嫡者」から借用)
には,信仰の失 せた廢i虚の禮拜堂 の中で の傳統 へ の希 求が含意 されてい る。 とすれば これ らは,
雷 の言葉 の三つ の返答にそれぞれ照應する ものと解 することがで きないで あろ う か。 主 人 公
は三 つの斷片(借 用詩句を指す)を,自 分 の荒廢 を防 ぐ支 えと して來 たと言 う(`shore'で魚を
`fish'したのではなく`fragments'を`shore'したのはアイロニー。なお第一章の占いに出た 「三叉の錫
をもつ男」が漁夫王に相當すること一原註參照一が,こ のへんに仄めかされているように思われる)。 「そ
れでは仰 せに從Laましょう」 とのキ ッ ド 「スペ インの悲劇」 の ヒエ ロニモの言葉 は,主 人公が
雷 の命 令に從 うことを意 味す るもの。 ヒエ ロニモ はまた氣が狂つた とい う續 きの文 は,舌 を切
られたフ ィロメラとの連想,狂 氣 と豫言者 との結びつ き等 も考慮す る必要が あろうが,こ の荒
廢 地で雷の命 令に應Uて`order'を立 て ること(外 國語の斷片の混用は無秩序を暗示)が,狂 氣U
み た困難で あることを思わせ,雷 の三 つの命 令の反復 と`Shantih'(平和あれ。ウパニシャッドの
紋切 り型の末尾の言葉)の 三語 の結末が アイロニ カルに響 くので ある。
八
整つた構成がなく斷片の寄せ集めと思える 『荒廢地』に,統一的な解釋を下すことは,無理
なだけではなく危險なこととさえ言えるか も知れない。 しかも詩の演出家エ リオットは表面に
姿 を見せない。私たちは引きつけられたかと思うと撥ねつけられる。獨特のアイロニーがそう
させるようだ。
信仰と愛の不毛,傳 統との斷繦,時 間の空虚,ど れ一.つ取つても彼の歴史的な危機感に基づ
かないものはない。エ リオットの洞察の眼は,キ リス ト教 とヨーロッパ文明に 向け られ る。
『荒廢地』はその洞察ぶりを示 したものと言えよう。注 目すべきことは,彼 が世俗化した教會
の僞善よりも,非キ リス ト教的な現世愛の罪のなさを買うことだ。私の讃み方は彼の教會批到
に偏 したきらいがあるかも知れない。ただ彼が後に,キ リス ト教會と直接關係するようになる
ことが,私 の念頭から離れなかつたこと,そ して何故そうなるかが,エ リオッ トに樹する私の
主な關心の一つであることを付け加えて置 きたい。
ウパニシャッドの言葉が出る 『荒廢地』の最絡部に,私 は特に重點を置いた。 この拙文は讀
みづらぐ,また思わぬ誤りもあろう。今後の私の研學のために1識者諸氏の御叱正を請 う次第
で あ る 。
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